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（taxonomy of educational objectives） の 認 知 的
領域において、表 1のように低次思考力である知





























































である。2015 年 10 月から 2016 年 1 月まで、1 週間





〈 単元 1 〉自己紹介活動（第 1 回から第 6 回まで）
相手に対し、簡単な挨拶と自己紹介をし、人間関
係が構築できる。






















































で学習者は 5 名もしくは 6 名からなる 5つのグルー



































者 27 名中 11 名が参加）
本稿では 5つのグループのうち、主にグループ C
（学習者 1、学習者 2、学習者 3、学習者 4、学習者 5）
の資料に注目し、必要に応じて他のグループの資料
を考察する。ここでグループ Cの資料に注目する
理由は、グループ Cの 5 名は分析資料である資料 1
から資料 4までの全ての学習活動に参加しており、










































































































































































































































･ 分かりやすいか ･ 写真や動画を使っているか
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